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季節性のある牛乳製造計画への線形計画法の適用

L. Killen & M. Keaner. 625-632. 

衛生計画とその管理チームに対する ORの役割

R. M Burton, D. C. Dellinger，他. 633-642. 

第一次有効点の同定と多目的線形計画の感度分析

への双対定理の応用

E. L. Hannan. 643-650 

広告予算，広告の陳腐化と取替え(広告のライフ

サイクル現象について)

D. Pekelman & S. Sethi. 651-660. 

客から見た銀行の評価:判別分析のマーケティン

グへの応用

R. H. Evans. 661-666. 

天然資源の使用の分析のためのモデル

J. W. Bryant. 667-676. 

複雑な環境での意思決定

K. J. Radford. 677-682. 

部品在庫管理で、見落されている重要問題について

B. H. Shorrock. 683-690. 

確率的計画へのミニマ γ クス解の適用一一一不確実

性下の計画における 1 手法

R. G. Dyson. 691-696. 
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外科手術能力の決定と患者のスケジユ一リング方

i法去の評価

H. H: Schmitz, N. K. Kwak，他. )-14. 

投資の内部利益率と会計的手IJ益率の関係

J. Barreau. 15-40. 

事前要求にもとづく人員配置計画モデル

A. Billionnet. 41-60 

デシジョン・テーフゃルの無矛盾性，完全性および

最適トランスレーション

M. Ghallab. 61-84. 

予防保全下での 2 ユニット・ 2 サーバー・システ

579 

ムにおける刺用度と信頼度

M. N. Gopalan & P. Venkatachalam. 85-92. 

発注費が時間に依存する場合の最適発注方策

N. Kaito & S. Osaki. 93-99 
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580 製品の魅力を芳慮した効用関数による市場形成モ

デル

M. Beckmann & U. .Funke. 1-12. 

マーケティングの問題では，製品の魅力や広告の効果

を考慮したモデルが必要で、ある.製品の魅力をパラメー

タとした効用関数による市場モデノレが提案きれている.

581 不確定条件下の資金運用計画への部分最適方策

582 

K. Inderfurth & Ch. Schneewei゚. 13-24. 

資本コス卜が不確定の場合の現価基準と終価基準

M. Bitz. 25-31. 

資本コスト(割引率)が不確定の場合には，現価換算

の期待値を最大にする基準は，終価換算による基準より

も投資額を矯大させる傾向があると言われている.この

論文では， よ二れが一般的には成立しないことを示すとと

もに，成立するための十分条件を与二えている.

583 多目前線形計画問題の双対定理について

H. Isermann. 33-41. 

線形計画法において，複数の目的関数を同時最適化す

る問題 P:max{CxIAx=b， x二三 O} に対して，つぎの問

題 D:min{Ubl 'i/ w>O , UAw>Cw} を考える.ここで

C , U は適当な次元の行列であり， max, min は，ベク

トルとしての大小|共j係による極大要素をとることを示

す.このとき，つぎの双対定理が成立する.定理:がが

P の解となる必要十分条件は， 問題Dの許容解 Uo が存

在して， Cxu=Uub が成立することである.

584 確率的ダイナミヴク・プログラミング問題への線

585 

形計画法の応用:概論

W. Heilmann. 43-53. 

需要・供給が確率的に変動する場合の輸送問題

P. Witten & H. Zimmermann. 55-68. 

愉送コストの他に，需要・供給量の計 l耐と実績のずれ

を昔ij金として加算した値の期待値を最小とする問題で，

J1ij金が|ベ分線7杉山関数の場合の解法を提案している.

586 Maxmin 型の目的関数をもっ数理計画

R. Gupta & S. Arora. 69ー72.

11 的関数が， Min (CIX，' …ー， CηX) の型をし，制約

条件が線形の場合の最大化IHJ越を被っている.
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